
　「
０
番
線
」と
名
付
け
ら
れ
た
駅
前
広
場
と
は…

？

そ
ん
な
疑
問
と
一
種
の
期
待
を
持
っ
て
現
地
審
査
に
臨

ん
だ
。そ
こ
に
は
、駅
前
広
場
に
あ
り
が
ち
な
特
有
の
大

仰
さ
な
ど
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
、地
方
都
市
で
こ
そ

の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
が
生
み
出
さ
れ
て

い
た
。

　「
０
番
線
」と
は
、バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
乗
降
場
と

駅
前
に
集
ま
り
憩
う
人
々
の
流
れ
を
線
路
に
見
立
て
、

既
存
市
街
地
へ
と
連
続
す
る
東
西
に
長
い
敷
地
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活
か
し
、駅
が
ま
ち
へ
進
出
し
て

い
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
名
付
け
ら
れ
た
。

　
企
画
者
で
あ
る
山
口
市
が
立
案
し
た「
自
然
と
都
市

が
調
和
す
る
個
性
的
か
つ
機
能
的
な
快
適
交
流
空
間
」

と
い
う
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
に
向
け
、北
側
の「
０

番
線
」か
ら
、Ｓ
Ｌ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル・
在
来
線
・
新
幹
線
と

い
う
四
世
代
の
鉄
道
線
路
を
越
え
る
南
北
自
由
通
路
、

そ
し
て
南
側
新
幹
線
口
ま
で
を
一
体
の
駅
空
間
と
捉

え
、「
ま
ち
と
駅
を
つ
な
ぐ
」新
し
い
パ
ブ
リ
ッ
ク
空
間
を

見
事
に
イ
ン
テ
グ
レ
イ
ト
し
て
い
る
。

　「
南
北
自
由
通
路
」は
、周
辺
の
山
並
み
や
鉄
道
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、開
放
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。パ
ト
リ
ッ
ク・
ブ
ラ
ン
氏
監
修
に
よ
る
通

路
壁
面
に
設
え
ら
れ
た
垂
直
庭
園
は
、多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
の
下
、山
口
県
内
の
森
林
で
採
取
さ
れ

た
野
生
植
物
が
厳
選
さ
れ
、地
元
の
園
芸
業
者
の
圃
場

で
培
養
し
た
う
え
で
植
え
込
ま
れ
て
い
る
。光
と
風
、植

物
の
匂
い
、潅
水
の
音
な
ど
五
感
を
刺
激
す
る
ヒ
ュ
ー
マ

ン
な
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
見
事
で
あ
る
。一
般
市
民
サ
ポ
ー

タ
ー
を
含
む
定
期
的
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、庭
案
内
人
に
よ
る

ツ
ア
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、市
民
の
財
産
と
し
て

完
全
に
浸
透
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
一
方
、「
０
番
線
」と
名
付
け
ら
れ
た
ブ
リ
ッ
ジ
状
の

施
設
は
、そ
の
下
部
に
交
番
・
ト
イ
レ・
観
光
案
内
所
・カ

フ
ェ
な
ど
を
分
散
的
に
内
包
す
る
。個
別
の
施
設
間
の

空
間
は
、時
に
は
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
多
用
途
に
利
用
可
能
で
あ
り
、シ
ー
ム
レ
ス
な
複
合
体

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。主
要
動
線
を
集
約
し
た

「
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
」は「
０
番
線
」と
南
北
通
路
を
有
機

的
に
繋
い
で
い
て
、利
用
者
の「
見
る
／
見
ら
れ
る
」関
係

を
つ
く
り
だ
し
、親
近
感
の
創
出
に
成
功
し
て
い
る
。

　
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
隣
接
の
拠
点
施
設
整
備
に
は

「
０
テ
ラ
ス
」が
延
長
さ
れ
て
駅
か
ら
繋
が
る
な
ど
、「
０

番
線
」コ
ン
セ
プ
ト
が
し
っ
か
り
と
定
着
し
て
い
る
。

　
山
口
市
に
よ
る
基
本
構
想
の
策
定
か
ら
設
計
者
選

定
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
、市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、設
計

者
の
自
主
提
案
か
ら
設
計
、施
工
段
階
で
の
市
民
の
巻

き
込
み
、運
営
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
公
募
・
参
加
な
ど
、新

し
い
パ
ブ
リ
ッ
ク
空
間
づ
く
り
に
大
き
な
一
石
を
投
じ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
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新山口駅北側に設けられた「0番線」のサイン

選
評

review

新
山
口
駅
北
口
駅
前
広
場

「
０
番
線
」・
南
北
自
由
通
路

《2019年 第60回 BCS賞受賞作品》愛知県立愛知総合工科高等学校／赤坂インターシティAIR（赤坂一丁目地区第一種市街地再開発事業）／ OIST 沖縄科
学技術大学院大学 フェイズ1／太田市民会館／オーディオテクニカ本社／ GINZA SIX ／新発田市新庁舎／新山口駅北口駅前広場「０番線」・南北自由通路／
東京ガーデンテラス紀尾井町／東京ミッドタウン日比谷／富山県美術館／ナセBA（市立米沢図書館・よねざわ市民ギャラリー）／HIRAKATA T-SITE／フェスティ
バルシティ（中之島フェスティバルタワー（東地区）、中之島フェスティバルタワー・ウエスト（西地区））／立命館大学大阪いばらきキャンパス

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる建築
物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三者を表
彰する建築賞です。この賞は、1960年にはじまり2019年で60回を数えました。

南北自由通路から線路を望む。
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1. 北口駅前広場「0番線」・南北自由通路の全景　　　　2. 地上階北側の回廊
3. 市道に沿って190mの長さをもつ「0番線」のファサード　4. ランダムな植栽配置が滞留空間をつくり出す「0テラス」
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●建築主 山口市 
 西日本旅客鉄道㈱
●設計者 ㈱プランツアソシエイツ
 ジェイアール西日本コンサルタンツ㈱
 パトリック ブラン
●施工者 山口建設㈱、防長建設工業㈱、大鉄工業㈱、
 大成建設㈱、シルバイン ビドゥ、
 新山口駅南北自由通路垂直庭園実行委員会　　　　　
●所在地 山口県山口市小郡下郷1256-24外
●竣工日 2018年3月22日

●敷地面積　駅前広場：4,615㎡ 
   自由通路：16,021㎡
●建築面積　駅前広場：3,114㎡ 
   自由通路：1,523㎡
●延床面積　駅前広場：2,672㎡ 
   自由通路：1,539㎡

●階数　駅前広場：地上3階 
　　　 自由通路：地上2階
●構造　駅前広場：鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造
　　　 自由通路：鉄骨造、一部鉄骨鉄筋コンクリート造

新山口駅北口駅前広場「０番線」・南北自由通路 計画概要

　“広く次世代にわたり多面的な観点からの存在感を発揮し続ける駅空間はどうあるべき
か”。駅前広場の新たな可能性について優れた提案を求め投げかけました。
　こうして“まちと駅をつなぐ0番線というコンセプト”が生まれ、市民との協働のもと創り上げ
た駅前広場は、市・県の陸の玄関に相応しい快適な駅空間として、交通だけでなく人の結
節点にもなり、“0番線”の愛称と共に周辺地域へ賑わいの浸透を図ることができています。
更に、駅前広場西側に広がるエリアにて、山口県NO.1のビジネス街の形成を目指し、山口
市産業交流拠点施設を整備しています。これらが相乗効果を発揮し、更なる賑わいを創出
する空間となるとともに、求心力、拠点性を高めることで、市が取り組む広域県央中核都市
づくりを着実に進めます。受賞に対し、関係者の皆様に感謝申し上げます。

駅前広場から広がるまちづくり

山口市長

渡辺純忠 Sumitada Watanabe
建
築
主
よ
り

　東日本大震災を経て、建築／公共施設に何ができるかを考え続けた7年間でした。設計
～工事期間を通じ、設計チームはもちろん、発注者、施工者、ワークショップ等に参加いただ
いた市民の方々など、プロジェクトに関わるすべての人を「チーム0番線」のメンバーとして巻
き込みながら、地方都市におけるまちづくりの課題や、公共施設をつくるプロセスへの市民
参加についても、皆で一緒に考え、ゴールを目指して出来上がったものです。今回、BCS賞
を受賞できたことは、こうした取組みすべてが評価されたものとして、大変嬉しく思います。
　全体の供用開始から2年が経ち、広場の植栽もだいぶ育ってきました。隣接する拠点施
設や南口広場が完成すれば、より広域での回遊性も実現します。この駅前広場が、県や市
の玄関口として、これからも人々に親しまれ続けていくことを期待しています。

まちと駅をつなぐ「0番線」

株式会社プランツアソシエイツ
代表取締役

宮崎浩 Hiroshi Miyazaki

設
計
者
よ
り

地域の方々に喜ばれ、訪れた人々の記憶に残る空間をつくる

大鉄工業株式会社
建築支店　建築工事第一部　部長（当時 所長）

廣方健二 Kenji Hirokata

施
工
者
よ
り

M
essage from

 B
uilder 　本工事は、事業主体である山口市の『自然と都市が調和する個性的かつ機能的な快適

交流空間』という基本コンセプトの実現に向け、丁寧かつ慎重に進めました。
　在来線・新幹線の鉄道駅を営業しながら、線路12線の上空に南北自由通路を新築する
ため狭隘な場所での施工が必要でしたが、施工手順や仮設計画の検討、列車の停止位置
変更を行い、ご利用者様への不便を最小限に抑えるように努めました。また、120ｍに渡る長
大構造物の鉄骨梁をそのまま天井仕上げの一部として利用するので、建方精度を厳しく管
理し、溶接時の曲りや歪みのないよう施工しました。
　私たちは、これからも多くの方々に喜ばれ人々の記憶に残る空間をつくっていけるよう努
力を重ねていきたいと思います。

M
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 C
lient

M
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 A
rchitect
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